
【回収できる油】 
・サラダ油 ・ごま油 ・米油 
・オリーブオイル ・なたね油 
・大豆油 ・コーン油 など 

【回収できない油】 
・動物系油（ラード等） 
・マヨネーズやドレッシングソース 
・鉱物系油（灯油、エンジンオイル等） 
・薬品等で固めた油 
・事業者から排出された事業用油 
・家庭系以外の廃食用油 
（飲食店や事業者等から出るもの） 

【出し方】 

①常温まで冷ます 

②専用容器に入れる（８分目まで） 

③しっかりとフタをする 

④回収場所へ持ち込む 

【回収場所】 

清瀬市役所 環境課（３階２６番窓口） 

℡ 042-497-2534 専用ボトル 

 
カスなどの固形物は

できるだけ 
取り除いてください 

赤枠の間で油を
入れてください 

 



◆廃食用油のリサイクル事業に関する連携と協力に関する協定を締結 
 

令和６年 2月 14日、清瀬市は、ENEOS株式会社及び株式会社吉川油脂と、廃食用油の

リサイクル事業に関する連携と協力に関する協定を締結しました。 

 本協定により、市民の皆様から排出された廃食用油を、専用リターナブルボトルにより  

回収し、当面は既存のリサイクルルートを活かし、石鹸やインク原料、ボイラー燃料に活用

します。 

将来的には地球温暖化の原因になる二酸化炭素 

排出を減らす持続可能な航空燃料（SAF）の製造 

プラントの原料として使用する予定です。 

SAF の原料としての廃食用油の活用に向けた協定 

締結については、和歌山県、茨城県小美玉市に次ぐ 

全国 3例目となります。 

 

 

◆廃食油回収に関する施策の概要について 
 

国内の廃食油は、一般家庭から排出される家庭系廃食油が 1年間 

で約１０万㎘でうち約 9割が廃棄されているのが現状です。従来の 

家庭系廃食用油の回収の多くは使用済みペットボトルによって行 

われていましたが、専用リターナブルボトルを使用することで、 

ごみを発生させない取り組みとなります。 

同ボトルは、洗浄して繰り返し使用することが可能であり、収集 

された家庭系廃食用油は、吉川油脂と連携して、石鹸・インク溶剤 

などの製造に活用することで再利用していきます。 

なお、回収された家庭系廃食用油の一部は、ENEOSにより再生 

航空燃料（SAF）原料として活用され、皆様からの回収を通じて 

消費者による脱炭素への直接的な取り組みにもなります。 

 

 

 

◆清瀬市より 
 

 

 

  

これまで廃棄するしかなかった家庭から出た廃食

用油の回収事業が始まります。 

繰り返し使用可能な専用ボトルを使うことで、 

環境に優しい社会の実現に繋げます。 

一人ひとりの取り組みのご協力をお願いします。 

今後は市内公共施設でも廃食用油回収ボックスを

設置する予定となっております。 

廃食用油のリサイクル事業について 

 公共施設 


